
 

 

精神疾患は身近な病気です 

 

精神疾患とは脳の損害や損傷などによる働きの変化が原因で感

情や行動に著しい偏りが見られる状態のことです。 

統合失調症やうつ病などいろいろな病気の総称で使われます。 

精神疾患と一言で言っても、疾患ごとに症状は異なります。 

厚生労働省の調査によると、精神疾患の患者数は増加傾向にあ

ります。 

2014 年は約 392 万 4000 人、総人口は約 1 億 2730 万人。 

約 30 人に 1 人が精神疾患を持っていることになります。 



 

 

 

日本の入院期間は長い 

精神疾患の発症率は、日本も先進諸国も基本的に同じです。 

そのため人口対精神病床や平均在院日数は同じになってよいは

ずです。 

しかし日本では、病床数も日数も他国の数倍になっています。 

また在院患者の多くが一年以上の長期入院です。 

 長期入院は治療上の問題から生じているのではなく、入院中心

の隔離・収容の精神医療政策から発生しているのです。 

（精神医療の危機 氏家憲明氏 編著 参照） 

 



 
 

地域で安心して暮らす 

精神障がい者が地域の一員として安心して自分らしい暮らし

をすることができるためには、医療・保健・福祉に加え、当事

者の社会参加・地域の助け合い・障がいについての啓発も必要

です。それが「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム」

です。そのために秦野市でも令和 2 年度までにシステム構築の

協議の場が設けられます。長期入院者の退院支援にとどまらず、

現在、地域で「生き辛さ」を抱えながら生活している当事者・

家族にも支援が届けられることを願います。 
 


